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文化財とは？



文化財の種別
• 有形文化財

• 建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書など
• 無形文化財

• 演劇、音楽、工芸技術など
• 民俗文化財

• 衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗習慣、民俗芸能、
技術およびこれらに用いられる衣服、器具、家屋その他の物件

• 記念物
• 史跡、名勝、天然記念物（動物、植物、地質鉱物）

• 文化的景観
• 地域における生活、生業及び当該地域の風土により形成された
景観

• 伝統的建造物群
• 周囲の環境と一体をなった伝統的建造物群

• その他 埋蔵文化財 文化財の保存技術 重要美術品



文化財保護制度の歴史
• 古器旧物保存方（明治４年） 古社寺の「宝物」の調査
• 古社寺保存法（明治３０年） 保存金、指定制度の原型
• 史蹟名勝天然紀念物保存法（大正８年） アウトドア系の保存
• 国宝保存法（昭和４年） 国宝制定、社寺以外も対象
• 文化財保護法（昭和２５年） 文化財の誕生 有・無形文化財、史跡名勝天然記念物、埋蔵文化財

• 保護法改正（昭和２９年） 地方自治体へ委任拡大
• 文化庁の創設（昭和４３年）
• 保護法改正（昭和５０年） 点から面へ 伝統的建造物群、選定保存技術等

• 改正（平成８年） 登録文化財制度、活用の推進
• 改正（平成１６年） 文化的景観の創設、登録制度の拡充
• 改正（平成３０年） 保存・活用に関する地域計画認定制度

支援団体指定制度の創設
• 改正（令和３年） 食文化など無形文化財の登録制度



種別
内容 指定区分

国 県 市

有形文化財 建造物
絵画
彫刻等

75 6 15

無形文化財 工芸技術 0 0 0

民俗文化財
有形 0 0 0

無形 0 1 7

記念物

史跡 1 0 3

名勝 0 0 0

天然記念物 1 1 6

計 77 8 31

令和３年４月１日現在

登録文化財 建造物 13

記念物 １

埋蔵文化財 75



鹿島踊り

鹿島踊りの現状



熱海市に多い文化財

•重要文化財の美術工芸品（ＭＯＡ美術館）
•走湯山（伊豆山神社）に関する文化財
•市内全域にある石丁場（採石）遺跡
•東伊豆の鹿島踊
•近代別荘建築



走湯山に関する文化財

伊豆御山、伊豆権現、走湯権現とも呼ばれ、箱根山（箱根神社）
とあわせて二所と称され、三嶋社（三嶋大社）とともに武士政権
の守護神として崇敬を受けたことはよく知られ、現在も伊豆山神
社には多くの社宝が伝わっている。



種 別 名 称 員数 所 在 地 所有者・管理団体

１ 重文 彫刻 木造伊豆山権現立像 １躯 伊豆山３７１－１ 般若院

2 重文 彫刻 木造男神立像 １躯 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

3 重文 工芸品 剣 無銘 1口 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

4 重文 書跡 紺紙金泥般若心経 後奈良天皇宸翰（伊豆国） 1巻 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

5 県指定 彫刻 銅造走湯権現立像 1躯 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

6 県指定 彫刻 木造宝冠阿弥陀如来像及び脇侍像 3躯 伊豆山５７９ー３７ 一般社団法人伊豆山浜生協会

7 県指定 書跡 紺紙金銀字交書仏説無所 望経 １巻 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

8 県指定 考古 伊豆山経塚遺物 １括 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

9 市指定 彫刻 木造狛犬 ２躯 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

10 市指定 彫刻 木造男神・女神像 ２躯 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

11 市指定 彫刻 木造地蔵菩薩像 １躯 伊豆山土沢９５１ 個人蔵

12 市指定 彫刻 銅造延命地蔵菩薩像及脇童子像 3躯 伊豆山日金１１５１ 般若院

13 市指定 彫刻 木造役行者倚像 １躯 伊豆山７０８－１ 伊豆山神社

14 市指定 歴史資料 石造末代上人塔 １基 伊豆山1148-1 伊豆箱根鉄道株式会社

15 市指定 史跡 走湯温泉跡 伊豆山604－5 伊豆山走湯温泉組合

16 市指定 史跡 日金の伝三仙人塚 日金山１１５１ 般若院

17 国登録 記念物 十国峠(日金山） 1ヶ所 伊豆山1145番2他 伊豆箱根鉄道株式会社



11

走湯
• 相模国唐濱（大磯町）に円鏡が出現、久良岐山に飛来、以後日金山と称される、松葉、
木生、金地の「日金の三仙人」の神童により奉祭、甲斐国八代郡出身の天台僧竹生賢安
により承和三年（八三六）に中興された『走湯山縁起』

• 「わたつみの
なかにむかいひて
いつるゆの
いつのお山と
むへにもいいけり」
源実朝『金塊和歌集』



古代中世に遡る記述

•「四方の霊験所は伊豆の走井信濃の戸隠、駿河の富士、
伯耆の大山…」『梁塵秘抄』後白河法皇選

•「熊野、金峰、立山、伊豆ノ走湯…」『新猿楽記』
•「かゝるついでにゆかしき所みむ」『走湯百首』詞書
1024年奉納

•歌人・相模の詞書により、参詣に物見遊山的な要素が感
じられ、平安時代の中頃には著名な聖地（観光地）であ
ったと考えられる



名勝（登録） 十国峠（日金山）

世界文化遺産に登録された富士山をはじめ十国（伊豆・駿河・遠江・
甲斐・信濃・相模・武蔵・下総・上総・安房）五島（大島・利島・三宅島・
新島・神津島）を一望に収める360度の眺望地点という特徴があり、
碑、絵画、文学作品にもその眺望の特徴が示されている。

中世以前より伊豆・箱根・富士の修験霊場の要衝として重要な宗教
的な意味を持った地点と考えられ、近世以降も死者の集まる霊山とし
て知られ、春秋の彼岸には西相模、伊豆、駿東地区から大勢の参詣
者が訪れている。













県指定 彫刻 木造宝冠阿弥陀如来像及び脇侍像



県指定 彫刻 銅造走湯権現立像

走湯権現の姿は『走湯権現當峯辺路本縁
起集』の中で「俗躰着袈裟持念珠錫杖」
と記述され、現在も伊豆山神社などに伝
わる「走湯権現立像」を思わせる。念珠
や錫杖(しゃくじょう)の持物は後補を除
くと現存しないが、袍(ほう)に指貫(さ
しぬき)を着た俗体に袈裟を纏(まと)っ
た姿は、神仏習合の形としてよく知られ
ている。



山梨県大月市観光協会ホームページより



大磯町郷土資料館春季企画展「旧高麗寺ゆかりの神像・仏像修理」解説資料より
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走湯山に関する文化財

•古代・中世に遡る確実な資料（文化財）がある

•鎌倉時代より前から有名だった聖地（温泉地）
東国、武家の守り神となったことを視覚的に表す
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